
第８８５回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２８年１０月１８日（火）午後１時３０分から

場 所：県行政庁舎１６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８８４回教育委員会会議録の承認について

４ 第８８５回教育委員会会議録署名委員の指名

５ 専決処分報告

（１）職員の人事について （教 職 員 課）

（２）平成２９年度使用県立高等学校等教科用図書の採択について （高 校 教 育 課）

６ 議 事

第１号議案 県立特別支援学校学則の一部改正について （特別支援教育室）

第２号議案 宮城県立高等学校学則の一部改正について （高 校 教 育 課）

７ 課長報告等

（１）平成２８年度みやぎ教育の日推進大会の開催について （総 務 課）

（２）「大河原地域における高校のあり方検討会議」の報告書について （教 育 企 画 室）

（３）「志教育フォーラム２０１６」の開催について （義 務 教 育 課）

（４）「みやぎ産業教育フェア（さんフェア宮城２０１６）」の開催について （高 校 教 育 課）

（５）「世界津波の日」高校生サミット宮城スタディツアーの開催について （スポーツ健康課）

（６）平成２８年度防災教育を中心とした学校安全フォーラムの開催について （スポーツ健康課）

（７）宮城県生涯学習審議会の答申について （生 涯 学 習 課）

（８）第４１回全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文２０１７）プレ総合開会

式・プレパレードの開催について （全国高校総合文化祭推進室）

８ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧 （総 務 課）

（２）ルルブル親子スポーツフェスタ （教 育 企 画 室）

（３）平成２９年度宮城県公立高等学校入学者選抜要項について （高 校 教 育 課）

（４）平成２９年３月高等学校卒業予定者の就職内定状況（９月末現在） （高 校 教 育 課）

（５）第７１回国民体育大会の結果について （スポーツ健康課）

（６）ＭＩＹＡＧＩ２０１７「南東北インターハイＮＥＷＳ第６号」 （全国高校総体推進室）

（７）みやぎ総文２０１７「ニュースレターＮｏ．９」 （全国高校総合文化祭推進室）

９ 次回教育委員会の開催日程について

１０ 閉 会 宣 言



専決処分報告（２）

平成２９年度使用県立高等学校等教科用図書の採択について

平成２９年度使用県立高等学校等教科用図書の採択について，教育長に対す

る事務の委任等に関する規則（昭和３１年教育委員会規則第１２号）第２条第１

項第６号の規定により，平成２８年１０月１１日専決処分した。よって，同条第

２項の規定により報告する。

平成２８年１０月１８日

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁
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第１号議案 

 

第１号議案 

 

県立特別支援学校学則の一部改正について 

 

 

県立特別支援学校学則（昭和４３年宮城県教育委員会規則第６号）の一部を別紙

のとおり改正する。 

 

平成２８年１０月１８日提出 

 

 

宮城県教育委員会教育長  髙 橋   仁 
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県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
（
昭
和
四
十
三
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中

「

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
富
谷
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

を
」

「

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
富
谷
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

に
改
め
る
。

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
塩
釜
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

」

別
表
第
二
中

「
宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
富
谷
校

を
」

「
宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
富
谷
校

に
改
め
る
。

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
塩
釜
校

」
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「

「

別
表
第
三
第
二
号
の
表
宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校
の
項
中

四
六

六
〇

五
六

を

三
三

四
六

六
〇

に
改

」

」

「

「

め
、
同
表
宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校
の
項
中

三
五

三
二

三
五

を

三
〇

三
五

三
二

に
改
め
、
同
表
宮
城

」

」

「

「

県
立
西
多
賀
支
援
学
校
の
項
中

一
一

一
一

一
四

を

一
四

一
一

一
一

に
改
め
，
同
表
宮
城
県
立
石
巻
支

」

」

援
学
校
の
項
中

「

「

三
八

四
六

四
四

を

四
九

三
八

四
六

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

二
二

一
九

を

一
九

二
二

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

四
六

三
八

四
一

を

三
三

四
六

三
八

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

二
七

二
七

二
七

を

三
五

二
七

二
七

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
迫
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

一
九

二
七

二
二

を

二
七

一
九

二
七

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校
の
項
中

」

」
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「

「

一
六

二
四

二
二

を

二
七

一
六

二
四

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

三
五

三
五

二
七

を

三
〇

三
五

三
五

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

三
〇

二
二

一
四

を

四
六

三
〇

二
二

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
の
項
中

」

」

「

「

三
〇

四
三

三
八

を

三
五

三
〇

四
三

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高
等
学
園
の
項
中

」

」

「

「

四
〇

四
八

四
〇

四
〇

を

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
支
援
学
校
小
牛
田
高
等
学
園
の
項
中

八

」

「

「

二
四

二
四

一
六

を

一
六

二
四

二
四

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
立
支
援
学
校
女
川
高
等
学
園
の
項
中

」

」

「

「

二
四

を

二
四

二
四

に
改
め
る
。

」

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
（
昭
和
四
十
三
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
新
旧
対
照
表

改

正

後

改

正

前

第
一
条
～
第
十
七
条

（
略
）

第
一
条
～
第
十
七
条

（
略
）

別
表
第
一
（
第
一
条
の
二
関
係
）
（
略
）

別
表
第
一
（
第
一
条
の
二
関
係
）
（
略
）

学

校

名

教

育

の

種

別

学

校

名

教

育

の

種

別

宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

視
覚
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

視
覚
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校

聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校

聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校

聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
教
育

聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
教
育

小
牛
田
校

小
牛
田
校

宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

肢
体
不
自
由
者
及
び
病
弱
者
に

肢
体
不
自
由
者
及
び
病
弱
者
に

宮
城
県
立
拓
桃
支
援
学
校

宮
城
県
立
拓
桃
支
援
学
校

対
す
る
教
育

対
す
る
教
育

宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校

病
弱
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校

病
弱
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
石
巻
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
石
巻
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

白
石
校

白
石
校

宮
城
県
立
迫
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
迫
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育
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改

正

後

改

正

前

宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
船
岡
支
援
学
校

肢
体
不
自
由
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
船
岡
支
援
学
校

肢
体
不
自
由
者
に
対
す
る
教
育

病
弱
者
及
び
知
的
障
害
者
に

病
弱
者
及
び
知
的
障
害
者
に

宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校

宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校

対
す
る
教
育

対
す
る
教
育

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

富
谷
校

富
谷
校

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

塩
釜
校

宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高

宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

等
学
園

等
学
園

宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高

宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

等
学
園
川
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

等
学
園
川
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

宮
城
県
立
支
援
学
校
小
牛
田

宮
城
県
立
支
援
学
校
小
牛
田

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

高
等
学
園

高
等
学
園

宮
城
県
立
支
援
学
校
女
川
高

宮
城
県
立
支
援
学
校
女
川
高

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育

等
学
園

等
学
園

別
表
第
二
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
二
条
関
係
）

学

校

名

学

校

名

宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校
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改

正

後

改

正

前

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校
小
牛
田
校

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校
小
牛
田
校

宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校

宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校

宮
城
県
立
拓
桃
支
援
学
校

宮
城
県
立
拓
桃
支
援
学
校

宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校

宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校

宮
城
県
立
石
巻
支
援
学
校

宮
城
県
立
石
巻
支
援
学
校

宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校

宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校
白
石
校

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校
白
石
校

宮
城
県
立
迫
支
援
学
校

宮
城
県
立
迫
支
援
学
校

宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校

宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校

宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校

宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校

宮
城
県
立
船
岡
支
援
学
校

宮
城
県
立
船
岡
支
援
学
校

宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校

宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
富
谷
校

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
富
谷
校

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
塩
釜
校
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改

正

後

改

正

前

別
表
第
三
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
三
（
第
二
条
関
係
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

高
等
部

二

高
等
部

収

容

定

員

収

容

定

員

学

校

名

学

科

修
業

学

校

名

学

科

修
業

年
限

第
一

第
二

第
三

年
限

第
一

第
二

第
三

学
年

学
年

学
年

学
年

学
年

学
年

普

通

科

三
年

一
一

一
一

一
一

普

通

科

三
年

一
一

一
一

一
一

宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

保
健
理
療
科

三
年

八

八

八

保
健
理
療
科

三
年

八

八

八

産
業
工
芸
科

三
年

八

八

八

産
業
工
芸
科

三
年

八

八

八

機
械
シ
ス
テ

機
械
シ
ス
テ

三
年

八

八

八

三
年

八

八

八

ム
科

ム
科

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校

被

服

科

三
年

八

八

八

被

服

科

三
年

八

八

八

理

容

科

三
年

八

八

八

理

容

科

三
年

八

八

八

宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
三

四
六

六
〇

宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校

普

通

科

三
年

四
六

六
〇

五
六

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
〇

三
五

三
二

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
五

三
二

三
五

宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校

普

通

科

三
年

一
四

一
一

一
一

宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校

普

通

科

三
年

一
一

一
一

一
四
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改

正

後

改

正

前

宮
城
県
立
石
巻
支
援
学
校

普

通

科

三
年

四
九

三
八

四
六

宮
城
県
立
石
巻
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
八

四
六

四
四

宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校

普

通

科

三
年

一
九

一
九

二
二

宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校

普

通

科

三
年

一
九

二
二

一
九

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
三

四
六

三
八

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校

普

通

科

三
年

四
六

三
八

四
一

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
五

二
七

二
七

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
七

二
七

二
七

宮
城
県
立
迫
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
七

一
九

二
七

宮
城
県
立
迫
支
援
学
校

普

通

科

三
年

一
九

二
七

二
二

宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
七

一
六

二
四

宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校

普

通

科

三
年

一
六

二
四

二
二

宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
〇

三
五

三
五

宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
五

三
五

二
七

宮
城
県
立
船
岡
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
○

二
○

二
○

宮
城
県
立
船
岡
支
援
学
校

普

通

科

三
年

二
○

二
○

二
〇

宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校

普

通

科

三
年

四
六

三
〇

二
二

宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
〇

二
二

一
四

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
五

三
〇

四
三

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

普

通

科

三
年

三
〇

四
三

三
八

宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高

宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高

産
業
技
術
科

三
年

四
○

四
〇

四
〇

産
業
技
術
科

三
年

四
〇

四
〇

四
八

等
学
園

等
学
園
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改

正

後

改

正

前

川
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

産
業
技
術
科

三
年

八

八

川
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

産
業
技
術
科

三
年

八

宮
城
県
立
支
援
学
校
小
牛
田

宮
城
県
立
支
援
学
校
小
牛
田

普

通

科

三
年

一
六

二
四

二
四

普

通

科

三
年

二
四

二
四

一
六

高
等
学
園

高
等
学
園

宮
城
県
立
支
援
学
校
女
川
高

宮
城
県
立
支
援
学
校
女
川
高

産
業
技
術
科

三
年

二
四

二
四

産
業
技
術
科

三
年

二
四

等
学
園

等
学
園

三

（
略
）

三

（
略
）

第
一
号
様
式
～
第
六
号
様
式

（
略
）

第
一
号
様
式
～
第
六
号
様
式

（
略
）
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第１号議案 説明資料 

 

 

県立特別支援学校学則の一部改正の概要について 

 

 

１ 宮城県立利府支援学校塩釜校関係 

 

（１）改正趣旨 

   平成２９年４月に開校する「宮城県立利府支援学校塩釜校」に関する所要の事項 

  を定めるもの。  

 

（２）改正内容 

  ①教育の種別 

     別表第一（第一条の二関係） 

学   校   名 教 育 の 種 別 

宮城県立利府支援学校塩釜校 知的障害者に対する教育 

  

②部の設置 

     別表第二（第二条関係） 

学   校   名  

宮城県立利府支援学校塩釜校 

 

（３）施行期日 

   平成２９年４月１日 
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２ 高等部の収容定員関係 

 

（１）改正趣旨 

   平成２９年度県立特別支援学校高等部の入学希望等を勘案し，収容定員を変更す 

るもの。  

 

（２）改正内容                            （単位：人） 

第１学年 第２学年 第３学年 計 第１学年 第２学年 第３学年 計

普　通　科 11 11 11 33 11 11 11 33 0

保健理療科 8 8 8 24 8 8 8 24 0

産業工芸科 8 8 8 24 8 8 8 24 0

機械システム科 8 8 8 24 8 8 8 24 0

被　服　科 8 8 8 24 8 8 8 24 0

理　容　科 8 8 8 24 8 8 8 24 0

3 光明支援学校 普　通　科 46 60 56 162 33 46 60 139 -23

4 小松島支援学校 普　通　科 35 32 35 102 30 35 32 97 -5

5 西多賀支援学校 普　通　科 11 11 14 36 14 11 11 36 0

6 石巻支援学校 普　通　科 38 46 44 128 49 38 46 133 5

7 気仙沼支援学校 普　通　科 19 22 19 60 19 19 22 60 0

8 名取支援学校 普　通　科 46 38 41 125 33 46 38 117 -8

9 角田支援学校 普　通　科 27 27 27 81 35 27 27 89 8

10 迫支援学校 普　通　科 19 27 22 68 27 19 27 73 5

11 金成支援学校 普　通　科 16 24 22 62 27 16 24 67 5

12 古川支援学校 普　通　科 35 35 27 97 30 35 35 100 3

13 船岡支援学校　※ 普　通　科 20 20 20 60 20 20 20 60 0

14 山元支援学校 普　通　科 30 22 14 66 46 30 22 98 32

15 利府支援学校 普　通　科 30 43 38 111 35 30 43 108 -3

16 岩沼高等学園 産業技術科 40 40 48 128 40 40 40 120 -8

17
岩沼高等学園
川崎キャンパス

産業技術科 8 8 8 8 16 8

18 小牛田高等学園 普　通　科 24 24 16 64 16 24 24 64 0

19 女川高等学園 産業技術科 24 24 24 24 48 24

519 522 494 1,535 537 519 522 1,578 43

ゴシック体が改正後に変更した人数

改　　正　　後

合　　　　　　　　　計

学　　　科

収　　　容　　　定　　　員

視覚支援学校　※1

2 聴覚支援学校　※

※印は３年間変更がない学校

学　　校　　名 増減改　　正　　前

 
 

（３）施行期日 

   平成２９年４月１日 
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第２号議案

第２号議案

宮城県立高等学校学則の一部改正について

宮城県立高等学校学則（昭和２５年宮城県教育委員会規則第３３号）の一部を別

紙のとおり改正する。

平成２８年１０月１８日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁

-13-



宮
城
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

宮
城
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
二
十
五
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
一
第
一
号
の
表
宮
城
県
気
仙
沼
高
等
学
校
の
項
中

「

「

二
四
〇

二
四
〇

二
四
〇

を

二
〇
〇

二
四
〇

二
四
〇

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
気
仙
沼
西
高
等
学
校
の
項
中

」

」

「

「

八
〇

一
二
〇

を

八
〇

八
〇

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
角
田
高
等
学
校
の
項
中

」

」

「

「

一
六
〇

二
〇
〇

を

一
六
〇

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
多
賀
城
高
等
学
校
の
項
中

」

」

「

「

二
四
〇

二
八
〇

を

二
四
〇

二
四
〇

に
改
め
、

四
〇

四
〇

四
〇

」

」
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同
表
宮
城
県
登
米
高
等
学
校
の
項
中

「

普

通

科

三
年

男
女

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

を

商

業

科

三
年

男
女

四
〇

」

「

普

通

科

三
年

男
女

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

に
改
め
、

」

同
表
宮
城
県
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
の
項
中

「

普

通

科

三
年

男
女

八
〇

農
業
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

園
芸
ビ
ジ
ネ

三
年

男
女

四
〇

ス
科

農

業

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

機
械
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

ム
科

を

機

械

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

電
気
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

ム
科

電

気

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

情
報
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

商

業

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇
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福

祉

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

」

「

農

業

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

機

械

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

電

気

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

情
報
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

に
改
め
、

商

業

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

福

祉

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

」

同
表
宮
城
県
岩
ケ
崎
高
等
学
校
の
項
中

「

「

四
〇

を

に
改
め
、

」

」

同
表
宮
城
県
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

宮

城

県

富

谷

普

通

科

三
年

男
女

二
八
〇

二
八
〇

二
八
〇

高

等

学

校
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別
表
第
一
第
一
号
の
表
宮
城
県
蔵
王
高
等
学
校
の
項
中

「

「

八
〇

を

八
〇

八
〇

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
富
谷
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、

」

」

同
表
宮
城
県
志
津
川
高
等
学
校
の
項
中

「

「

八
〇

一
二
〇

を

八
〇

八
〇

に
改
め
る
。

」

」

別
表
第
一
第
二
号
の
表
宮
城
県
角
田
高
等
学
校
の
項
中

「

「

一
六
〇

を

一
六
〇

一
六
〇

に
改
め
、
同
表
宮
城
県
蔵
王
高
等
学
校
の
項
中

」

」

「

「

一
二
〇

を

に
改
め
る
。

」

」
「

「

別
表
第
二
第
一
号
の
表
宮
城
県
大
河
原
商
業
高
等
学
校
の
項
中

四
〇

八
〇

を

四
〇

四
〇

に
改
め
る
。

」

」

-17-



附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
第
一
号
の
表
に
宮
城
県
富
谷
高
等
学
校
の
項
を
加
え
る
改
正

規
定
及
び
同
表
か
ら
宮
城
県
富
谷
高
等
学
校
の
項
を
削
る
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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宮
城
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
二
十
五
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
三
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

後

改

正

前

第
一
条
～
第
三
十
条

（

略

）

第
一
条
～
第
三
十
条

（

略

）

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

一

学
年
制
に
よ
る
全
日
制
の
課
程

一

学
年
制
に
よ
る
全
日
制
の
課
程

収

容

定

員

収

容

定

員

学

校

名

学

科

修
業

男
女

学

校

名

学

科

修
業

男
女

年
限

の
別

第

一

第

二

第

三

年
限

の
別

第

一

第

二

第

三

学

年

学

年

学

年

学

年

学

年

学

年

（

略

）

（

略

）

宮
城
県
気
仙
沼

普

通

科

三
年

男
女

二
〇
〇

二
四
〇

二
四
〇

宮
城
県
気
仙
沼

普

通

科

三
年

男
女

二
四
〇

二
四
〇

二
四
〇

高

等

学

校

高

等

学

校

宮
城
県
気
仙
沼
西

普

通

科

三
年

男
女

八
〇

八
〇

一
二
〇

宮
城
県
気
仙
沼
西

普

通

科

三
年

男
女

八
〇

一
二
〇

一
二
〇

高

等

学

校

高

等

学

校

（

略

）

（

略

）

宮

城

県

角

田

普

通

科

三
年

男
女

一
六
〇

宮

城

県

角

田

普

通

科

三
年

男
女

一
六
〇

二
〇
〇

高

等

学

校

高

等

学

校
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宮
城
県
多
賀
城

普

通

科

三
年

男
女

二
四
〇

二
四
〇

二
八
〇

宮
城
県
多
賀
城

普

通

科

三
年

男
女

二
四
〇

二
八
〇

二
八
〇

高

等

学

校

災
害
科
学
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

高

等

学

校

災
害
科
学
科

三
年

男
女

四
〇

（

略

）

（

略

）

宮

城

県

登

米

普

通

科

三
年

男
女

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

宮

城

県

登

米

普

通

科

三
年

男
女

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

高

等

学

校

高

等

学

校

商

業

科

三
年

男
女

四
〇

普

通

科

三
年

男
女

八
〇

農
業
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

園
芸
ビ
ジ
ネ

三
年

男
女

四
〇

ス
科

農

業

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

農

業

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

機
械
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

宮
城
県
登
米
総
合

宮
城
県
登
米
総
合

ム
科

産
業
高
等
学
校

機

械

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

産
業
高
等
学
校

機

械

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

電
気
シ
ス
テ

三
年

男
女

四
〇

ム
科

電

気

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

電

気

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

情
報
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

情
報
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

商

業

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

商

業

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

福

祉

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

福

祉

科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

（

略

）

（

略

）

宮
城
県
岩
ケ
崎

普

通

科

三
年

男
女

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

宮
城
県
岩
ケ
崎

普

通

科

三
年

男
女

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

高

等

学

校

創
造
工
学
科

三
年

男
女

四
〇

高

等

学

校

創
造
工
学
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

（

略

）

（

略

）
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宮
城
県
鹿
島
台

商

業

科

三
年

男
女

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

宮
城
県
鹿
島
台

商

業

科

三
年

男
女

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

商
業
高
等
学
校

商
業
高
等
学
校

宮

城

県

富

谷

普

通

科

三
年

男
女

二
八
〇

二
八
〇

二
八
〇

高

等

学

校

宮

城

県

蔵

王

普

通

科

三
年

男
女

八
〇

八
〇

宮

城

県

蔵

王

普

通

科

三
年

男
女

八
〇

高

等

学

校

高

等

学

校

（

略

）

（

略

）

普

通

科

三
年

男
女

八
〇

八
〇

八
〇

普

通

科

三
年

男
女

八
〇

八
〇

八
〇

宮

城

県

黒

川

機

械

科

三
年

男
女

八
〇

八
〇

八
〇

宮

城

県

黒

川

機

械

科

三
年

男
女

八
〇

八
〇

八
〇

高

等

学

校

電
子
工
学
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

高

等

学

校

電
子
工
学
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

環
境
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

環
境
技
術
科

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

宮

城

県

富

谷

普

通

科

三
年

男
女

二
八
〇

二
八
〇

二
八
〇

高

等

学

校

（

略

）

（

略

）

宮
城
県
志
津
川

普

通

科

三
年

男
女

八
〇

八
〇

一
二
〇

宮
城
県
志
津
川

普

通

科

三
年

男
女

八
〇

一
二
〇

一
二
〇

高

等

学

校

情
報
ビ
ジ
ネ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

高

等

学

校

情
報
ビ
ジ
ネ

三
年

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

ス
科

ス
科

二

単
位
制
に
よ
る
全
日
制
の
課
程

二

単
位
制
に
よ
る
全
日
制
の
課
程
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各
年
次
収
容
定
員

各
年
次
収
容
定
員

学

校

名

学

科

修
業

男
女

学

校

名

学

科

修
業

男
女

年
限

の
別

第

一

第

二

第

三

年
限

の
別

第

一

第

二

第

三

年

次

年

次

年

次

年

次

年

次

年

次

（

略

）

（

略

）

宮

城

県

角

田

普

通

科

三
年

男
女

一
六
〇

一
六
〇

宮

城

県

角

田

普

通

科

三
年

男
女

一
六
〇

高

等

学

校

高

等

学

校

（

略

）

（

略

）

宮

城

県

蔵

王

普

通

科

三
年

男
女

一
二
〇

宮

城

県

蔵

王

普

通

科

三
年

男
女

一
二
〇

一
二
〇

高

等

学

校

高

等

学

校

（

略

）

（

略

）

別
表
第
二
（
第
一
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
一
条
関
係
）

一

学
年
制
に
よ
る
定
時
制
の
課
程

一

学
年
制
に
よ
る
定
時
制
の
課
程

収

容

定

員

収

容

定

員

学

校

名

学

科

修
業

昼
夜

男
女

学

校

名

学

科

修
業

昼
夜

男
女

年
限

の
別

の
別

第
一

第
二

第
三

第
四

年
限

の
別

の
別

第
一

第
二

第
三

第
四

学
年

学
年

学
年

学
年

学
年

学
年

学
年

学
年

（

略

）

（

略

）

宮
城
県
大
河
原

普
通
科

四
年

夜

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

四
〇

宮
城
県
大
河
原

普
通
科

四
年

夜

男
女

四
〇

四
〇

四
〇

八
〇

-22-



商
業
高
等
学
校

商
業
高
等
学
校

二

単
位
制
に
よ
る
定
時
制
の
課
程

（

略

）

二

単
位
制
に
よ
る
定
時
制
の
課
程

（

略

）

別
表
第
三
（
第
一
条
関
係
）

（

略

）

別
表
第
三
（
第
一
条
関
係
）

（

略

）

別
表
第
四
（
第
一
条
関
係
）

（

略

）

別
表
第
四
（
第
一
条
関
係
）

（

略

）

別
記
第
一
号
様
式
～
別
記
第
四
号
様
式

（

略

）

別
記
第
一
号
様
式
～
別
記
第
四
号
様
式

（

略

）
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第２号議案 説明資料

宮城県立高等学校学則の一部改正の概要について

１ 改正の趣旨
県立学校条例の改正，「平成２９年度県立高等学校組織編制計画」の実施，「平成２８年度県立

高等学校組織編制計画」，「平成２７年度県立高等学校組織編制計画」及び「平成２６年度県立高
等学校組織編制計画」の学年進行に係る所要の改正を行うもの。

２ 改正内容
(1) 県立学校条例の改正（富谷町の市制移行）に伴う学校順の変更

富谷高等学校：平成２８年１０月に富谷町が市制移行することに伴い，県立学校条例での掲
載位置を変更した。条例との整合を図るため，学則での掲載位置を同様に変更する。

(2) 平成２９年度県立高等学校組織編制計画関係
学年制による全日制の課程（別表第１（第１条関係））
【学級減】

学校名 学科名 第１学年の収容定員
気仙沼高等学校 普通科 1学級40人減 6学級(240人)→5学級(200人)

(3) 平成２８年度，平成２７年度及び平成２６年度県立高等学校組織編制計画関係
イ 学年制による全日制の課程（別表第１（第１条関係））
【学科改編】

学校名 学科名 第２学年の収容定員
角田高等学校 普通科 単位制に移行 4学級(160人)→4学級(160人)
多賀城高等学校 普通科 1学級40人減 7学級(280人)→6学級(240人)

災害科学科 1学級40人増 H28新設

【募集停止】
学校名 学科名 第２学年の収容定員

岩ケ崎高等学校（鶯沢校舎） 創造工学科 1学級40人減 H28募集停止

【学級減】
学校名 学科名 第２学年の収容定員

蔵王高等学校 普通科 1学級40人減 3学級(120人)→2学級(80人)
気仙沼西高等学校 普通科 1学級40人減 3学級(120人)→2学級(80人)
志津川高等学校 普通科 1学級40人減 3学級(120人)→2学級(80人)

学校名 学科名 第３学年の収容定員
角田高等学校 普通科 1学級40人減 5学級(200人)→4学級(160人)

【再編統合】
学校名 学科名 第３学年の収容定員

登米総合産業高等学校 農業科・機械科・電気科・商業科 1学級40人増 学年進行
・福祉科
普通科 2学級80人減
農業技術科・園芸ビジネス科・機械シス 1学級40人減
テム科・電気システム科

登米高等学校 商業科 1学級40人減 H27募集停止

ロ 学年制による定時制の課程（別表第２（第１条関係））
【学級減】

学校名 学科名 第４学年の収容定員
大河原商業高等学校 普通科 1学級40人減 2学級(80人)→1学級(40人)

３ 施行期日
上記2(1)は公布の日，2(2)(3)は平成２９年４月１日

-24-



 

平成２８年度みやぎ教育の日推進大会の開催について 

 

 

１ 趣 旨  「みやぎ教育の日」の趣旨を県民に広めることにより，教育に対する県民 

の意識を高め，明日の宮城を担う子どもたちを育む。 

 

２ 主 催  宮城県教育委員会 みやぎ教育の日推進協議会 

 

３ 日 時  平成２８年１１月１日（火） 午後１時３０分から午後４時まで 

 

４ 会 場  ホテル白萩 錦の間 

 

５ 内 容 

 （１） 開会あいさつ（宮城県教育委員会，みやぎ教育の日推進協議会） 

 

 （２） 発表      仙台市立三条中学校 ３年 水野 有理 

              「『知ること』から始めよう」 

               国際協力機構（JICA） 

国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト２０１５ 

最優秀賞受賞（国際協力機構理事長賞） 

 

 （３） 実践発表    亘理町教育委員会生涯学習課 主幹 横田 淳 

              「わたりの協働教育」 

               ～亘理町防災キャンプ，放課後楽校の取組をとおして～ 

               平成２７年度宮城県協働教育ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業実践事例 

 

 （４） アトラクション 仙台市立東六番丁小学校スクールバンド 

              「吹奏楽演奏」 ｱﾍﾞｰｼﾞｭ ｱﾙｶﾝｼｴﾙ 川の流れのように 他 

               創部４０周年目，現在部員２５名， 

吹奏楽コンクール宮城県大会４年連続金賞受賞 

 

 （５） 講演      演題 「これからの教育はどうあるべきか」 

                 ～教育の現状と課題～ 

             講師 熊野 充利氏（宮城教育大学副学長） 

 

 （６） 閉会あいさつ（みやぎ教育の日推進協議会） 

課長報告（１） 
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 「大河原地域における高校のあり方検討会議」の報告書について 
 
 
１ 趣旨 

南部地区における今後の生徒数の減少を踏まえて，大河原町内の２つの専門高

校である柴田農林高校と大河原商業高校を再編統合し，新たな職業教育拠点校を設

置するに当たり，地域のニーズを踏まえた魅力ある高校づくりを推進するために，

平成 28年 3月に設置した「大河原地域における高校のあり方検討会議」でとりま

とめた報告書について報告するもの。 
 

 

 ２ 会議の開催概要 

  (1) 構成 

・大河原町長，大河原町教育委員会教育長 

・両校関係者（校長，PTA 会長，同窓会長） 

・地元中学校関係者，町商工会会長，地区 PTA 連合会会長 

・県大河原教育事務所長，県教育庁教育監兼教育次長（座長） 
 
  (2) 開催経過 

   ○第１回検討会議（H28. 3.17） 

・新県立高校将来構想における県立高校再編計画について 

      ・南部地区における高校教育の現状について  外   
   ○第２回検討会議（H28.5.27） 

    ・農業・商業教育の今後の方向性について 

    ・新しい学科について   
   ○第３回検討会議（H28.6.13） 

      ・先進校視察（山形県立村山産業高校）  
   ○第４回検討会議（H28.7.19） 

    ・魅力ある学校づくりに向けた地域との連携等について 

    ・柴田農林高校及び大河原商業高校の再編統合に係る報告書（中間案）につ

いて  
   ○第５回検討会議（H28.9.16） 

   ・柴田農林高校及び大河原商業高校の再編統合に係る報告書（案）について 
 
３ 報告書の概要 

  (1) 新たな職業教育拠点校設置の目的 

    ○専門的な知識や技術を持ち，地域産業を担う人材の育成  
○６次産業化を軸とした学科間連携による発展的な専門教育の展開  
○地域産業や地域社会との連携・交流の充実及び地域ブランドの創出等を通し

た地域振興への貢献 
 
(2) 学科構成 

  農業系学科，商業系学科，デザイン系学科の３学科とする。 
 
(3) イメージ図（裏面） 

 
４ 今後のスケジュール 

平成 29年 3月末まで  本報告書を踏まえて，新県立高校将来構想第３次実施計画

を決定・公表 
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※ 学科の名称や学習内容等の詳細については，各学科の教員代表及び県教委で構成する「統合校教育基本構

想検討会議」で別途検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校全体で 『地域ブランドの確立』 を通じた 

地域振興への貢献を目指す 

 

○マーケティング 

○ビジネス経済，会計 

○オリジナル商品の開発・販売・普及 

○インターネットを活用した広報活動 

○電子商取引 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○農産物の生産・加工 

○農業経営 

○地場産農産物の開発 等

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○宣伝広告用の印刷物デザイン及び 

Web デザイン 

○商品企画開発，パッケージデザイン 

○デザインの学びを活かした地域づ

くり 等 

 

 

 

 

 
※グラフィックデザイン・イラスト・ 

写真等を実践的に学習 

 

 

 

 

 

 

 

商業系学科 デザイン系学科 農業系学科 

流通・販売 加 工 

生 産 

商品化に向けた

総合的デザイン 

魅力ある新たな職業教育拠点校の設置 

地 域 の 歴 史 や 伝 統 文 化 の 学 び 

I C T の 徹 底 し た 活 用 

語 学 教 育 の 充 実 

 

地 域 連 携 機 関 

・大学，各種専門学校等 

 ・地元自治体 

 ・地元商工会議所，商工会 

 ・地元企業（６次産業に取り組む企業，農業法人，広告・出版・印刷会社等） 

 ・県関係機関 

 

 

３学科が連携することで 『６次産業化』 の一体的・循環的な学びの構築が可能 

３学科連携のイメージ 

売れるものを

作る！ 
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「志教育フォーラム２０１６」の開催について 

 

１ 趣 旨 

  広く県民に向けて，著名人による講演や志教育支援事業推進地区の実践事例や「みやぎの先

人集『未来への架け橋』」活用の授業実践報告等を行い，将来にわたり自らの生き方を主体的

に探求する意欲をもつことの大切さを知らせ，道徳教育の充実や「みやぎの志教育」の理念の

普及・啓発を図る。 

 

２ 主 催  宮城県教育委員会 

 

３ 日 時  平成２８年１１月１３日（日）午後１時３０分から午後４時まで 

 

４ 会 場  宮城県行政庁舎２階「講堂」 

 

５ 対 象  一般県民，教職員，教育関係者，保護者，児童生徒 

        （２５０名定員，最大３００名まで可） 

 

６ 内 容           

（１）開会行事 （１５分） 

① 開会宣言 

② 開会の挨拶 

③  来賓紹介 

（２）第１部 －基調講演（６０分）－ 

    演題「志が未来をひらく－オリンピックへの道から見えたもの－」   

講師 菅原 智恵子 氏   

           （日本フェンシング協会女子フルーレコーチ，アテネ・北京・ロンドンオリンピック       

             フェンシング日本代表，気仙沼市出身） 

 ＜休憩（１５分）＞ 

（３）第２部 －実践事例発表（５０分）－ 

「志教育支援事業」推進地区の取組紹介 

岩沼市立岩沼西中学校・石巻市立青葉中学校・登米市立東和中学校の代表生徒に 

よる発表 

（４）閉会行事（１０分） 

   ① 御礼の挨拶 

   ② 閉会宣言 

 

 

課長報告（３） 
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７ 参加申込み方法 

（１）一般県民（県民，学生等）  

ファクシミリ又は電子メール（ホームページより申込用紙ダウンロード）による事前申込み

で受付。先着順に入場整理券を返信。 

（２）幼稚園，小・中学校，高等学校及び特別支援学校（仙台市を除く）の児童生徒，保護者， 

    教職員 

参加希望者は参加申込書を学校等に提出。学校等は参加者を取りまとめ（報告様式別途送

付），ファクシミリ又は電子メールで義務教育課宛て提出する。 

（３）各教育機関 

   参加者を取りまとめ（報告様式別途送付），ファクシミリ又は電子メールで義務教育課宛

て提出する。  

 

８ その他 

（１）入場は無料とする。 

（２）「県政だより」等で広く広報を行う。申込みの締切りは平成２８年１０月３１日（月）を

目安とする。（応募が３００名になった時点で締切） 

（３） 来場の際は，できるだけ公共交通機関を利用することを呼び掛ける。 
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「みやぎ産業教育フェア（さんフェア宮城２０１６）」の開催について 

 

１ 趣 旨：専門高校等における学習成果を広く紹介し，魅力的な教育内容について理      

解・関心を高めるともに，次代につながる新たな産業教育のあり方を発信す

る。併せて，大会での発表・体験・交流を通じて，東日本大震災からの復興

に寄与する次代を担う産業人・職業人としての意識啓発と志の醸成につなげ

る機会とする。 

 

２ 主  催：みやぎ産業教育フェア実行委員会 

      （宮城県教育委員会 仙台市教育委員会 宮城県産業教育振興協会） 

   

３ 共  催：宮城県，仙台市 

   

４ 後 援：宮城県商工会議所連合会，仙台商工会議所，
（一社）宮城県経営者協会，仙台経済同友
会，宮城県中小企業団体中央会，宮城県中
小企業家同友会，宮城県商工会連合会，(一
社)宮城県法人会連合会，宮城県農業協同組
合中央会，全国農業協同組合連合会宮城県
本部，宮城県漁業協同組合，(株)河北新報
社，日本放送協会仙台放送局，(株)東北放
送，(株)東日本放送，(株)仙台放送，(株)
宮城テレビ，宮城県ＰＴＡ連合会，宮城県高等学校ＰＴＡ連合会，宮城県特別支援学
校 PTA 等連絡協議会，宮城県高等学校長協会，宮城県特別支援学校長会，宮城県中学
校長会，宮城県小学校長会，宮城県私立中学高等学校協会 

 

５ 日 時：平成２８年１１月１２日（土）午前１０時から午後２時まで 

          「みやぎ教育月間中の開催」 

 

６ 会 場：◯県庁 １階  県民ロビー，玄関ホール，みやぎ広報室 

          ２階  講堂，講堂ロビー，第二入札室，第一入札室 

          外部  玄関前駐車場 

      ◯勾当台公園 いこいのゾーン 

 

７ 参加校：◯産業教育に関する専門高校等 

① 農業 ②工業 ③商業 ④水産 

⑤ 家庭 ⑥看護 ⑦福祉 

⑧ 総合学科   ⑨特別支援学校 

      ◯参加予定校数及び参加者数 

             ５２校，１４５０名 

 

課長報告（４） 
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８ 内  容：①意見・体験発表 

                 各学科研究発表大会等の優勝者による  

発表など 

②作品・研究発表 

                 スーパー・プロフェッショナル・ハイ 

スクールの発表など 

      ③作品展示 

                 各学科の特徴的な作品の展示や説明など 

      ④学校生産物展示販売 

                 各学科の生産物品や企業連携による開発商品の販売など 

      ⑤体験・実演 

                 キッズビジネスタウン，ファッションショー，乳牛の乳搾り体験 

         空気機関車の乗車体験，車椅子体験，血圧測定など 

      ⑥その他 

                 生徒実行委員会企画 

        (スタンプラリーなど) 

   

９ 来場者数：４万人（想定） 
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「世界津波の日」高校生サミット 宮城スタディツアーの開催について 
 
１ 趣  旨 

平成２７年３月に仙台で開催された国連防災世界会議を経て，１１月５日が「世界津波の日」

と制定されたことを受け，啓発活動の一環として，１１月２５日（金），２６日（土）に高知県

黒潮町において「世界津波の日」高校生サミット in黒潮が開催される。 

  その事前プログラム（スタディツアー）として，東日本大震災の被災地である本県が海外高校

生を招聘し，県内高校生との交流を通して，被災地での取組や活動について理解を深め合い，各

国における防災教育，防災体制の発展に資するものとする。 

 

２ 主  催   宮城県  宮城県教育委員会 

 

３ 後  援   国土強靱化推進本部  内閣府（防災担当）  外務省  文部科学省 

経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）  

 

４ 日  時   平成２８年１１月２３日（水）２４日（木） 

 

５ 会  場   （視 察）石巻市，東松島市，多賀城市，女川町，七ヶ浜町，南三陸町 

         （交流会）石巻グランドホテル（石巻市千石町 2-10 電話：0225-93-8111） 

 

６ 参 加 者   海外招聘者 153名 （高校生 120名 引率 18名 通訳･添乗員 15名） 

【中国，ASEAN，大洋州，南米，アメリカ，ヨーロッパ圏】１７ヶ国 

県内高校生  42名 （予定） 

高校生サミット参加校及び石巻地区公立高校 

             仙台一高 3名 気仙沼高 2名 古川黎明高 2名 多賀城高 3名 

石巻高 6名 石巻好文館高 6名 石巻西高 6名 石巻工業高 4名 石巻商業高 2名 

石巻北高 2名 宮城水産高 2 名 東松島高 2名 石巻市立桜坂高 2名 

                    県内引率教員 15名 （予定） 

 

７ 日程・内容 

 〔１１月２３日（水）〕 

時  間 内         容 

11:00 海外招聘者仙台駅到着 

12:40～16:00 

被災地視察 

コース１ （担当校：多賀城高校）生徒 6名，教員 3名 

多賀城高校－七ヶ浜町－多賀城市内－多賀城駅前 

コース２ （担当校：志津川高校）生徒 5名，教員 2名 

志津川高校－防災庁舎跡－南三陸さんさん商店街 

コース３ （担当校：石巻西高校）生徒 3名，教員 2名 

東松島市大曲仮設住宅－大川小学校－石巻総合運動公園内仮設住宅 

－石巻日々新聞社 

コース４ （石巻高校）生徒 5名，教員 1名 

日和山公園－南浜地区(門脇小)－女川町 

17:30～19:00 

歓迎レセプション 

歓迎あいさつ 

海外高校生代表あいさつ 

歓迎アトラクション（石巻好文館高校音楽部） 

 各国紹介 

課長報告（５） 
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〔１１月２４日（木）〕 

県内高校生との交流会   会場：石巻グランドホテル 

（8:30 受付開始）  

9:00～ 9:15 
開会行事 

あいさつ （宮城県教育委員会） 

9:15～ 9:30 
被災地視察報告 

○多賀城高校 ○志津川高校  ○石巻西高校  ○石巻高校 

9:30～10:10 

グループワーク① 

「防災クロスロード」演習 

講師：わしん倶楽部 減災コーディネーター 田中 勢子 氏  

10:10～10:20 休憩（10分） 

10:20～11:40 

グループワーク② 

「グループディスカッション」 

 ・現地視察の感想   

 ・日頃の高校生活 

 ・災害当時を振り返って（現地高校生の説明） 

 ・今後の防災の在り方（高校生としてできること） 

海外高校生代表スピーチ 

（写真撮影） 

11:40～12:10 昼食交流 

12:15 閉会，解散 

13:15～ 松島参観 

 

 

参  考 

 

「世界津波の日」高校生サミット in黒潮 

 High School Students Summit on “World Tsunami Awareness Day” in Kuroshio 

 

主   催   高知県 高知県教育委員会 黒潮町 黒潮町教育委員会 

共   催   国連国際防災戦略事務局 駐日事務所 

後   援   国土強靱化推進本部  内閣府（防災担当）  外務省  文部科学省 

経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）  

開 催 日   １１月２５日（金）～２６日（土） 

会   場   土佐西南大規模公園体育館他  

参 加 者   海外招聘者 ３１５名（高校生 247名 引率･通訳 68名） 

        国内参加者 １６７名（高校生 120名 引率 47名） 

県内参加校   仙台一高，気仙沼高，古川黎明高，志津川高，多賀城高（5校 14名） 

        ※被災地からの報告として 石巻高 2名，石巻西高 1名 
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平成２８年度防災教育を中心とした学校安全フォーラムの開催について 

 

１ 趣   旨 

宮城県教育委員会では東日本大震災の厳しい教訓を踏まえ，各学校園における防災教

育の充実を図ると共に防災管理体制の整備を進めており，指導教材として防災教育副読

本を作成・配布するとともに，その活用について推進協力校で研究開発を行っている。

さらに，防犯を含む生活安全教育や交通安全教育についてもその重要性を認識し，児童

生徒の安全・安心を守るための教職員研修等一層の充実を図ることとしている。 

また，東北大学災害科学国際研究所においては第 3回国連防災世界会議をきっかけに

防災教育国際協働センターを設置し，防災教育日本連絡会や日本安全教育学会をはじめ

とした国内外のネットワーク構築，学際研究，人材育成を推進している。 

震災から５年が経過した今，国連防災世界会議で採択された仙台宣言の実現に向け国

際的な視野に立って，これまでの取組や活動について広く国内外に発信すると共に，研

究機関や教育実践機関等が互いの取組について理解を深め，課題解決に向けた協議を行

い，今後の防災教育を含む安全教育，安全体制の発展に資する。 

 

２ 主   催  

宮城県教育委員会 東北大学災害科学国際研究所防災教育国際協働センター 

 

３ 共   催 

   大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンター 

 

４ 後   援（申請中） 

岩手県教育委員会，福島県教育委員会，防災教育日本連絡会，日本安全教育学会，全

国学校安全教育研究会，東京都学校安全教育研究会，学校安全教育研究所，宮城教育

大学附属防災教育未来づくり総合研究センター，東北工業大学，東北地理学会 

 

５ 日   時 

平成２８年１１月２４日（木）１０時１５分開会（９：３０受付） 

 

６ 会   場 

東京エレクトロンホール宮城（仙台市青葉区国分町 3-3-7 電話：022-225-8641） 

 

７ 参加対象 

(1)教職員（安全担当主幹教諭，防災主任，養護教諭等） 

(2)市町村教育委員会・教育事務所の学校安全担当者 

(3)学校のＰＴＡ会員 

(4)大学等の研究機関関係者 

(5)その他の安全教育及び防災教育関係者 等 

課長報告（６） 
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８ 日程及び内容                 総合司会： 中鉢晶子 （宮城県教育庁スポーツ健康課指導主事） 
時間 内         容 

10:15 開会 （9:30 受付開始） 

10:15～10:30 
【開会行事】                               
あいさつ  髙橋  仁（宮城県教育委員会・教育長） 

  佐藤  健（東北大学災害科学国際研究所教授，防災教育国際協働ｾﾝﾀｰ長） 

10:30～10:40 【世界各国との防災交流中継】 
「世界津波の日 高校生サミット宮城県交流会」及び「インドネシア・アチェ津波博物館」 

10:40～11:40 

【特別講演】  
「教科学習につながりを持たせ 

学校を地域に開くカナメとして防災教育をデザインする」 
鈴木 克明 （熊本大学大学院教授・教授システム学専攻長）  

11:40～12:00 
【学校安全実践発表①】 
「セーフティプロモーションスクール認証による学校安全体制構築を目指して」 

（石巻市立鮎川小学校） 

12:00～13:30 昼食・休憩・展示発表（12:20～13:20） 

13:30～13:50 
【学校安全実践発表②】 
 「地域と連携して取り組む学校安全体制の構築」 

（大崎市立岩出山小学校） 

13:50～14:05 休憩・移動（15分） 

14:05～15:35 【震災から５年，未来へつなぐ防災教育を考える】 校種別分科会 

 

１．宮城県実践発表 
・みやぎ防災教育推進 
協力校 
・仙台市(小・中学校のみ) 

 
２．岩手県実践発表 
 
３．福島県，千葉県(特別 
支援）実践発表 

 
４．パネルディスカッション 

（40分） 
  「防災教育の一層の充

実を目指して 
-地域との連携，防災
教育の着実な実践に
よる-」 

 

【小学校部会】 大ホール 
１．宮城県・岩沼市立玉浦小学校 
宮城県・栗原市立栗駒小学校 
仙台市・仙台市立片平丁小学校 

２．岩手県・宮古市立川井小学校 
３．福島県・富岡町立富岡第一小学校 
４．パネルディスカッション 

講評 堀越清治（宮城教育大学附属防災教育未来づくり総合研究センター特任教授） 
【中学校部会】 ６０１会議室 
１．宮城県・大崎市立鹿島台中学校 
宮城県・南三陸町立歌津中学校 
仙台市・仙台市立高砂中学校 

２．岩手県・八幡平市立西根第一中学校 
３．福島県・柳津町立西山中学校 
４．パネルディスカッション 
講評 小川和久（東北工業大学教職課程ｾﾝﾀｰ 教授） 

【高等学校部会】 ６０２会議室 
１．宮城県多賀城高等学校 
  宮城県石巻西高等学校 
２．岩手県立大船渡東高等学校 
３．福島県立白河旭高等学校 
４．パネルディスカッション 
講評 佐藤 健（東北大学災害科学国際研究所防災教育国際協働ｾﾝﾀｰ長） 

【特別支援学校部会】 ６０３会議室 
１．宮城県立気仙沼支援学校 
宮城県立角田支援学校 

２．岩手県立釜石祥雲支援学校 
３．千葉県立東金支援学校 
４．パネルディスカッション 
講評 野澤令照 （宮城教育大学 学長付特任教授） 

15:50～１6:05 【分科会報告】 各分科会からの報告を全体で共有 

16:05～16:30 

【閉会行事】  
特別合唱「わせねでや」 
宮城県仙台南高等学校音楽部合唱団 

あいさつ 
 松本文弘（宮城県教育庁スポーツ健康課 課長） 

16:30 閉会，解散 
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宮城県生涯学習審議会の答申について 

１ 経緯 

本県では，平成４年に「宮城県生涯学習基本構想」を策定し，平成８年度以降

は「宮城県生涯学習振興計画」に基づき，生涯学習振興のための施策を推進して

きた。また，平成２３年度以降は「宮城県教育振興基本計画」に生涯学習につい

ての施策の基本方向や重点的取組を位置づけ，生涯学習の推進に取り組んできた。 

このような取組を推進する中，平成２３年３月に発生した東日本大震災により，

地域コミュニティの崩壊や人口減少の加速化，社会教育施設の機能停止など，生

涯学習を取り巻く環境は大きく変容した。 

こうしたことから，これまでの生涯学習の成果を活かした地域づくりや社会づ

くりに加え，東日本大震災の影響による環境の変化や震災から得た学びや気づき

を活かした生涯学習のあり方などを踏まえ，今後の宮城県の生涯学習推進につい

て諮問していたところ，平成２８年９月２１日に同審議会から答申がなされた。 

 

２ これまでの審議経過 

（１）県教育委員会からの諮問：平成２７年３月２３日 

（２）審 議 会：９回開催 

（３）現地調査：平成２７年１２月実施 

（女川つながる図書館，富谷町成田公民館，山元町中央公民館） 

（４）パブリックコメント：平成２８年７月２６日から８月２５日まで 

             提出された意見２件 

 

３ 答申の概要と構成 

誰もが生涯を通じて学び，自ら考え主体的に生きる力を身に付け，学び合いの

成果を社会に還元する「学びと実践の循環」をつくる。それによって，住民の学

びや活動の充実を通した地域コミュニティの再生と宮城の「創造的な復興」を実

現することが，本県が今後目指す生涯学習の姿として示された。 

 ＜答申の構成＞ 

Ⅰ 宮城県の生涯学習を取り巻く状況 

Ⅱ 本答申における「学び」の捉え方について 

Ⅲ これからの生涯学習推進について重点的に取り組むべき施策の方向性 

Ⅳ 施策を実現するために必要なこと 

Ⅴ 宮城県が目指す生涯学習の姿 

 

４ 今後の対応 

現在策定中の「第２期宮城県教育振興基本計画」に反映させるとともに，生涯

学習を推進する人材の育成や関係者間のネットワークづくりを進め，地域の学び

を支える基盤の整備に取り組んでいく。 

課長報告（７） 
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平成２８年９月２１日 

 

 

 宮城県教育委員会 

 教育長 髙橋 仁 殿 

 

 

第９次宮城県生涯学習審議会 

会長 佐藤 直由 

 

 

今後の宮城県の生涯学習推進について（答申） 

平成２７年３月２３日付け生第９１６号で諮問のありましたこのことについて，宮城県

生涯学習審議会で審議した結果を別添のとおり答申します。 

 

 

 

写 
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第４１回全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文２０１７） 

プレ総合開会式・プレパレードの開催について 

 

〔総合開会式〕 
１ 日  時  平成２８年１１月６日（日） 午後１時３０分から午後４時まで 

２ 会  場  仙台サンプラザホール（１，８００名） 

３ 総合開会式コンセプト 

「つながれ，伊達の地で」 

４ 内  容 

プログラム 時間 ※予定 実 施 内 容 

歓迎コンサート 13:05（15 分） 会場ロビーでの合唱アンサンブル演奏 

プロローグ 13:30（ 5 分） 短冊を素材とした寸劇 

開催県紹介 13:35（ 5 分） 宮城県紹介映像の上映 

第１部 式典 13:40（35 分） 

① 部門代表生徒入場 

② 開会宣言 

③ 国歌斉唱 

④ 全国高等学校文化連盟の歌合唱 

⑤ 主催者挨拶 

・宮城県高等学校文化連盟会長 

・第４１回全国高総文祭宮城県実行委員会会長 

⑥ 生徒実行委員長歓迎のことば（本大会への抱負） 

⑦ 大会イメージソング「明日
あ し た

のために」合唱 

第２部 交流 14:15（20 分） 
宮城県生徒実行委員と長野県生徒実行委員の 

文化芸術活動交流 

休 憩 14:35（15 分）  

第３部 

開催県発表 
14:50（60 分） 

オリジナル構成劇「天の川風 ～短冊がつなぐ想い～」 

＜あらすじ＞ 

東日本大震災の津波で甚大な被害を受けた県沿岸部

の高台に建つ「みやぎ大漁高校」。その図書館の片隅に

ひっそりと置かれた一本の古い七夕飾りは，度重なる

災難を乗り越えてきた宮城の先人たちの「明日への希

望」の象徴だった。震災によって途絶えた七夕祭りは，

生徒たちの手によって，果たして復活を遂げられるの

か…？ 

＜登場人物＞ 

・みやぎ大漁高校３年 広瀬川宗幸 

・   同   ２年 鳴瀬川鮎美 

・   同   ２年 白石川桜子 ほか 

フィナーレ 
15:50（10 分） 

16:00 終了予定 

宮城県生徒実行委員及び総合開会式関係生徒による 

大会イメージソングの大合唱 

 

課長報告（８） 
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〔パレード〕 

１ 日  時  平成２８年１１月６日（日） 

          出発式  午前１０時３０分から午前１０時４０分まで 

          パレード 午前１０時４０分から午前１１時３０分まで 

２ 会  場  宮城野原公園陸上競技場 ～（宮城野通）～ 榴ヶ岡４丁目交差点 

  

３ 出 発 式  開式宣言，生徒パレード委員会委員長挨拶，実行委員会会長挨拶， 

テープカット執行者紹介，テープカット 

４ 出演団体 【県内高校マーチングバンド・バトントワリング部門参加団体】 

＜マーチング＞ 宮城広瀬高校，富谷高校，石巻好文館高校， 

仙台青陵中等教育学校，東北学院高校， 

聖ウルスラ学院英智高校 

＜バ ト ン＞ 聖ドミニコ学院高校 

【チアリーディング】泉高校 

【中学校マーチングバンド】 

仙台市立東華中学校，仙台市立宮城野中学校 

【一般マーチングバンド】 

宮城県警察音楽隊，仙台市消防音楽隊 

【横 断 幕】  みやぎ総文２０１７生徒実行委員会， 

みやぎ総文２０１７各部門， 

南東北インターハイ，２０１８信州総文祭 

５ 隊  列  マーチングバンドと，バトントワリング，横断幕等を一つの小隊とす

る。（10個小隊） 

出発式 

スタート 

ゴール 

宮城野通 
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